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京大広報
とに，今後いっそう努力することを，ここにあら
ためて表明する。
1969年8月7日
京都大学経済学部教官協議会
大学立法強行採決に対する理学部の態度
8月3日の参議院での強行採決に対し，理学部
では4日に臨時協議会が聞かれ，3日夜の記者会
見における総長談話の内容を強く支持することが
決議された。その談話の骨子は，（1）大学運営措置
法の内容に反対であること，（2）参議院では審議を
全く行なわずに強行採決したことに抗議するこ
と，（3）京大は今後とも自主性を堅持する方針を貫
くこと，の3点であったと理解する。 協議会とし
ては，この内容にもとづいて京大としての意志が
表明されること〈この点は4日の評議会において
実現された〉，今後はこの方針から一歩も後退す
ることなく全学的な統一的態度が堅持されること
を全学に訴えることを確認した。
理学部では，政府が今後この法律を楯に有形無
形の圧力を京大に加えることを予想し，これに対
する対策を講ずるために，臨時措置法対策委員会
を全教官の総意にもとづいて発足させることを決
定した。この委員会は，単に理学部だけにとどま
らず，全学的な問題をとり扱うべき性質をもって
いる。
協議会にひきつづき，午後5時から教職員，院
生，学生に対して部長が緊急理学部集会を招集
し，討論の後，大学措置法に反対し，政府 ・自民
党の議会制民主主義の震艇に強く抗議すると共
に，今後とも大学は自主的改革をおし進め，権力
の介入に対してたたかいぬくことを決意する旨の
抗議声明〈全文は理学部弘報〉を採択した。
なお，4日の午前10時から，理学部教官有志10
数名が，本部時計台前で抗議の意志を表明するた
め24時間のハンストを行ない，多くの反響をよん
だことを付記する。
大学立法強行採決に対する
ウイルス研究所の抗議声明
「大学の運営に関する臨時措置法案」に対する
大学関係者，市民，労働者の立法粉砕の闘争が全
国に大きくまき起っている中で，政府 ・自民党は
8月3日ついに参議院本会議において同法案を暴
力的に強行採決した。われわれウイルス研にfwき
学ぶすべての者は佐藤内閣・自民党の暴挙を満身
の怒りをこめて糾弾し，大学を国家権力の意のま
まにするとし、う彼等の意図をはね返し，反動諸政
策の実質化を断じて許さない姿勢に立つものであ
る。われわれは真に人民のための学問，研究，教
育を追求していくために，同法の成立にとらわれ
ることなし政治権力の支配に抵抗し，大学の改
革を自主的に推し進める決意であることを表明す
る。
1969年8月4日
京都大学ウイルス研究所全所員集会
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